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院内の感染対策を強化中
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

受診する前に

面会の禁止

PCR 検査体制

予約・紹介状のない方の診療はお断りしています。

また、予約・紹介状のある方で、過去 14日以内の海外渡

航歴があり緊急の受診が必要でない方は、主治医と相談

の上、受診を延期してください。そのほか、以下に当て

はまる方は正面入り口からの出入りはできません。

病院が来院をお願いした方以

外の面会は一律禁止とさせて

いただきます。また、患者さ

んの外出・外泊・付き添いも制

限しています。

● 感染している人と一緒にいた方

● PCR 検査中の人と一緒にいた方

● 海外から帰国後に症状のある方と一緒にいた方

● 感染拡大地域で３密の機会のあった方

院内に PCR 検査センターを設置し、今後の治療や検査のため

必要な場合に、PCR 検査を随時行える体制を整えています。ま

た、全身麻酔による手術を予定している全患者さんや、必要に

応じて職員なども検査できる体制を整備しています。

マスクの着用
病院内はマスクを必ず着用し

てください。手洗い、手指の消

毒など感染防止対策にご協力

ください。

※ご心配の方は主治医とご相談ください。
※�患者さんの付き添いの場合は、最低限の人数での来院にご協

力お願いいたします。

新型コロナウイルスの感染症の状況が大きく変化し
ていく中、当院では診療体 制を守りながら、地域の
医療体制・検査体制に貢献してきました。当院の取
り組みについてお伝えします。

新型コロナウイルス
感染症への取り組み

東北大学病院長  冨永 悌二

特
集
2

特
集
1

最新情報はホームページをご確認ください
https://www.hosp.tohoku.ac.jp/emergent_news/covid-19

新型コロナウイルス感染症に罹患された患者さん及び関係者の皆さ

まに心よりお見舞い申し上げます。

当院は、新型コロナウイルス感染症への対応として、重症化した患

者さんや基礎疾患等により高度で専門的な医療を必要とする感染

患者さんを受け入れるとともに、一般の病院では対応できない高度

先進医療を継続してまいりました。 患者さんやご家族の皆さまには

多大なご不便をおかけしましたことをお詫び申し上げるとともに、

ご理解とご協力を賜りましたことに深く感謝申し上げます。

引き続き、宮城県の感染状況を注視しながら、安心して患者さんを

お迎えできるよう、職員一同、より安全・安心な医療の提供に力を

尽くしてまいります。

地域の皆さまへ

 特 集１   
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ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
施

（
簡
易
型
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
）

軽
症
者
療
養

施
設
へ
の
支
援

院
内
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

患
者
さ
ん
対
応
を
想
定
し
た
手

順
の
確
認

検
査
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
と

実
施

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
製
作

清
掃
ス
タ
ッ
フ
へ
感
染
防
止
対

策
の
研
修

院
内
の
感
染
対
策

情報発信への貢献
宮
城
県
が
県
内
の
協
力
病
院
に
依
頼

し
設
置
し
て
い
る
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
の
一
つ
と
し
て
、
仙
台
市
内
に

当
院
職
員
に
よ
り
「
東
北
大
学
診
療

所
」
を
4
月
21
日
に
開
設
し
、
比
較

的
軽
症
か
つ
自
家
用
車
で
来
所
で
き

る
方
を
対
象
に
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
に
よ
る
診
療
・
P
C
R
検
査
の

検
体
採
取
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

宮
城
県
内
の
軽
症
感
染
者
（
症
状
か

ら
必
ず
し
も
入
院
が
必
要
で
な
い

と
判
断
さ
れ
た
方
や
高
齢
、
妊
婦
で

な
い
方
、
基
礎
疾
患
が
な
い
方
な
ど

指
定
医
療
機
関
の
医
師
が
選
定
し

た
方
）
は
宿
泊
療
養
施
設
「
L
a
楽

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
・
グ
リ
ー
ン
グ
リ

ー
ン
」
で
療
養
さ
れ
て
い
ま
す
（
6

月
末
ま
で
。
7
月
か
ら
別
施
設
）
。
当
院

は
、4
月
16
日
よ
り
、
毎
日
日
替
わ

り
で
医
師
１
名
、
看
護
師
１
名
を
同

施
設
に
派
遣
し
、
24
時
間
体
制
で
急

変
時
の
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。

通
常
の
診
療
体
制
の
維
持
に
努
め
な
が
ら

一
丸
と
な
っ
て
感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●「糖尿病と新型コロナウイルス」
　 糖尿病代謝科 片桐秀樹　科長

●「新型コロナウイルス感染症とがん治療」　　
　 腫瘍内科　石岡千加史　科長

●「新型コロナウイルス感染症の予防について」
　 感染対策委員会　児玉栄一　委員長

●「放射線治療と新型コロナウィルス肺炎」
　 放射線治療科　神宮啓一　科長

●「心のケアと新型コロナウイルス感染症」
　 精神科　富田博秋　科長

地
域
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
貢
献
し
て
い
ま
す

ウェブサイト「ドクターサーチみやぎ
（運営・仙台放送）」に当院医師のメッ
セージが公開されています。
ぜひご覧ください。
https://miyagi.doctor-search.tv/voice

ドクターサーチ
みやぎ

5

多大なるご支援に当院一同
心より御礼申し上げます。

株式会社サンフレッシュ
小泉農園様よりトマトを寄
贈いただきました。

左：株式会社サンフレッシュ小
泉農園  代表取締役今野圭市様
右：冨永悌二 病院長

株式会社鐘崎様より笹か
まぼこを寄贈いただきま
した。
右：株式会社鐘崎 経営管理部 
部長 佐藤真人氏

この他、多くの企業・団体・個人の皆さまより
飲料・マスク等のご支援をいただきました。

看
護
部

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

歯
科
技
工
室

看
護
部

感
染
管
理
室

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

全
体
会
議
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口
内
炎
が

 

痛
く
て
治
ら
な
い

 

ス
ト
レ
ス
か
な
…

チ
ー
ム
で
向
き
合
う
頭と

う

頸け

い

部ぶ

が
ん
治
療

動
い
て
い
な
い
の
に

息
苦
し
い

食
べ
物
が
喉
に

し
み
る

 

声
がか

す
れ
て

　
　
　

出
に
く
い

花
粉
症
で
も
な
い
の
に

鼻
づ
ま
り
が

風
邪
か
な
？

頭頸部がんの危険因子は主に以下の2 つです。

見逃しやすい頭頸部がんの症状をチェック

●  喫煙歴が長い ・ヘビースモーカー 
●  過度の飲酒 

CANCER RISK CHECK

もしかして...?

の
ど
が
痛
く
て

血
が
ま
じ
っ
た

痰
が
出
た

最
近
、
口
を
大
き
く

開
け
づ
ら
い

鼻
血
が
出
た
！

舌
の
横
側
に

し
こ
り

が
で
き
た

耳
が

詰
ま
っ
た
感
じ

聞
こ
え
も
悪
く
て

頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
！

２
０
１
９
年
5
月
、多
様
で
複
雑
な

頭
頸
部
が
ん
治
療
に
対
し
て
チ
ー
ム

で
取
り
組
む
た
め
、東
北
大
学
病
院

で
は
「
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
ま
し
た
。多
職
種
で
の
チ
ー
ム
医

療
で
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
適
し

た
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

複数の診療科が連携

口
や
の
ど
、耳
、鼻
な
ど
に
で
き
る
頭

頸
部
が
ん
。聞
く
、話
す
、食
べ
る
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
に
関
わ
る
た
め
、

治
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、ど
の
よ
う
に

生
き
た
い
か
、と
い
う
患
者
さ
ん
自
身

の
希
望
を
考
慮
し
た
治
療
法
を
選
択

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。今
号

は
、複
数
の
診
療
科
が
知
識
と
技
術
を

集
結
し
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
向
き

合
う「 

頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー  

」を

ご
紹
介
し
ま
す
。

異
物
感
？

飲
み
こ
む
と
き
に

　
　
　
つ
っ
か
か
る

※�危険因子はがんの発生率を上げますが、必ずがんになるわけではありません。

　また、危険因子がなくても頭頸部がんになることもあります。

 
特
集
２ 
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喉頭
声
帯

甲状腺

気
管

食
道

唾液腺 口腔

舌

BC

A

鼻・副鼻腔 耳

上
咽
頭

中
咽
頭

下
咽
頭

咽
頭

※
甲
状
腺
が
ん
を
除
く

頭
頸
部
が
ん
の
キ
ホ
ン

頭
頸
部 
が
ん
は

ど
こ
に
で
き
る
？

【
症
状
】鼻
汁
、
鼻
づ
ま
り
、
鼻
血
、

難
聴
、
耳
の
つ
ま
り
感
、
滲し

ん
し
ゅ
つ
せ
い

出
性

中
耳
炎
、
首
の
し
こ
り

【
危
険
因
子
】
エ
プ
ス
タ
イ
ン
・
バ

ー
ウ
イ
ル
ス（
E
B
V
）

【
特
徴
】
リ
ン
パ
節
へ
転
移
し
や

す
い
。

上
咽
頭
が
ん

【
症
状
】
鼻
汁
、
鼻
づ
ま
り
、
鼻
血
、

頬
の
腫
れ
・
し
び
れ
、
物
が
二
重
に

見
え
る
な
ど

【
危
険
因
子
】
喫
煙
、
副
鼻
腔
炎
、
特

定
の
化
学
物
質
や
粉
塵
な
ど

【
特
徴
】
症
状
が
出
に
く
い
た
め
発

見
時
に
は
進
行
し
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。

鼻
・
副
鼻
腔
が
ん

そ
の
他
の
頭
頸
部
が
ん

【
症
状
】
食
事
の
つ
か
え
感
、
の

ど
の
異
物
感
、痛
み
、む
せ
、咳
、

声
の
か
す
れ
、
首
の
し
こ
り
、

息
苦
し
さ
、
体
重
減
少

【
危
険
因
子
】
喫
煙
、
飲
酒
、
熱

い
も
の
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り

す
る
こ
と

【
特
徴
】
が
ん
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
は
、
の
ど
の
摘
出
が
必
要

な
こ
と
も
。

頸
部
食
道
が
ん

【
症
状
】
の
ど
ぼ
と
け
付
近
の
し
こ
り
、

声
の
か
す
れ

【
危
険
因
子
】若
年
期（
特
に
小
児
期
）

の
放
射
線
被
ば
く
、
家
族
歴
（
特
に

髄
様
が
ん
）
、
ヨ
ウ
素
摂
取
不
足

【
特
徴
】
し
こ
り
以
外
の
症
状
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
超
音
波
検
査
な
ど
の
検

査
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。

甲
状
腺
が
ん

頸
部
原
発
と
考
え
ら
れ
る
が
ん
（
悪

性
リ
ン
パ
腫
な
ど
）
や
原
発
不
明
の

頸
部
リ
ン
パ
節
転
移
な
ど

【
症
状
】口
内
炎
が
治
り
に
く
い
、
舌
の
し

こ
り
や
た
だ
れ
・
違
和
感
、
歯
ぐ
き
の
腫

れ
・
出
血
、
口
臭
が
強
く
な
る
、
体
重
減

少
な
ど

【
危
険
因
子
】
喫
煙
、
飲
酒
、
口
腔
内
の
不

衛
生
、
歯
の
刺
激
、
義
歯
不
適
合

【
特
徴
】比
較
的
若
い
人
も
発
症
す
る
。

口
腔
が
ん

【
症
状
】
耳
の
つ
ま
り
感
、
耳
だ
れ
、

難
聴
、
耳
鳴
り
、
顔
の
ま
ひ

【
危
険
因
子
】耳
か
き
な
ど

【
特
徴
】
発
生
す
る
部
位
と
し
て
外

耳
が
最
も
多
く
、次
に
中
耳
が
多
い
。

聴
器
が
ん（
側
頭
骨
腫
瘍
）

【
症
状
】
耳
の
下
・
顎
の
下
・
舌
の
下
方
の

腫
れ
・
し
こ
り
、
顔
の
麻
痺

【
危
険
因
子
】放
射
線
治
療
歴
、
粉
塵
な
ど

【
特
徴
】
悪
性
度
・
進
行
度
に
よ
る
分
類

の
種
類
が
多
く
、
診
断
と
治
療
法
の
選

択
に
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
。

唾
液
腺
が
ん

【
症
状
】
の
ど
の
違
和
感
、
痛
み
、

出
血
、
飲
み
込
み
に
く
さ
、
首
の

し
こ
り
、
体
重
減
少

【
危
険
因
子
】
喫
煙
、
飲
酒
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）

【
特
徴
】
他
の
部
位
に
別
の
が
ん

が
で
き
る
重
複
が
ん
が
多
い
。

中
咽
頭
が
ん

【
症
状
】
の
ど
の
異
物
感
、
痛
み
、
食
事
の

つ
か
え
感
、
む
せ
、
咳
、
声
の
か
す
れ
、
首

の
し
こ
り
、
息
苦
し
さ
、
体
重
減
少

【
危
険
因
子
】
喫
煙
、飲
酒
、鉄
欠
乏
性
貧
血

【
特
徴
】
が
ん
を
切
除
す
る
際
は
、
再
建

術
も
必
要
な
大
き
な
手
術
に
な
る
場
合

が
あ
る
。

下
咽
頭
が
ん

【
症
状
】
声
の
か
す
れ
（
特
に
注
意
）
、

む
せ
、
咳
、
の
ど
の
違
和
感
、
息
苦

し
さ

【
危
険
因
子
】
喫
煙
、
飲
酒

【
特
徴
】
声
帯
に
発
生
す
る
と
嗄さ

せ
い声

（
し
わ
が
れ
声
）
が
出
現
す
る
こ
と

が
多
く
、早
期
に
発
見
さ
れ
や
す
い
。

喉
頭
が
ん

「
頭
頸
部
」と
は
、脳
と
眼
球
を
除
い
た
、

鎖
骨
よ
り
上
の
部
位
の
こ
と
で
す
。こ
の

範
囲
に
含
ま
れ
る
部
分
に
で
き
る
が
ん
が

「
頭
頸
部
が
ん
」で
す
。早
期
は
風
邪
の
症

状
に
似
て
い
る
こ
と
が
多
く
、い
つ
の
間
に

か
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
。主
な
症
状
、危

険
因
子
、特
徴
を
ま
と
め
ま
し
た
。

耳下腺
顎下線
舌下線

鼻・副鼻腔
がん 6.8%

3%
上咽頭がん唾液腺がん

5.6%

口腔がん
24.9%

喉頭がん
20.4%下咽頭がん

21.4%

中咽頭がん
16.9%

頭
頸
部
が
ん
の
種
類
と

患
者
数
の
割
合 

（
２
０
１
８
年
度
）
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下か

咽い
ん

頭と
う

扁へ
ん

平ぺ
い

上じ
ょ
う

皮ひ

が
ん

下か

顎が
く

歯し

肉に
く

が
ん

患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）を
考
慮
し
た
治
療
例

か
か
り
つ
け
医
･
院
内
の
各
診
療
科
よ
り
紹
介
。

問
診
・
視
診
・
触
診
・
内
視
鏡
検
査
な
ど
に
よ
る
診
察
を
行

っ
た
上
で
、
疑
わ
し
い
組
織
の
一
部
を
採
取
し
て
が
ん
細

胞
の
有
無
や
細
胞
の
形
状
を
確
認
す
る
病
理
検
査
に
よ

り
診
断
す
る
。
ま
た
、
C
T
や
M
R
I
な
ど
の
画
像
検

査
で
が
ん
の
広
が
り
や
転
移
の
有
無
を
調
べ
る
。

検
査
に
よ
り

下
咽
頭
扁
平
上
皮
が
ん
の

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ 

と
診
断
。

入
院
後
、
抗
が
ん
剤
と
放
射
線
治
療

を
実
施
。
吐
き
気
や
皮
膚
の
発
赤
、
の

ど
の
痛
み
な
ど
の
副
作
用
を
、
対
症
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
、
の
ど
を
摘
出
す
る
こ

と
な
く
治
療
を
完
遂
。

入
院
後
、
手
術
に
備
え
て
体
調
管
理
。
手

術
後
は
数
日
間
、
集
中
治
療
室
で
経
過
観

察
を
行
っ
た
後
、
病
棟
へ
戻
っ
た
。
入
院

中
に
は
、
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
歩

行
や
飲
み
込
み
、
話
す
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
を
B
さ
ん
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
た
。

退
院
後
、
外
来
診
察
と
経
過
観
察
。

退
院
後
、
外
来
通
院
と
経
過
観
察
。

頭
頸
部
が
ん
の
治
療
は
「
食
べ
る
・
話
す
」
な
ど
Q
O
L

（
生
活
の
質
）
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
病
状
と
患
者

さ
ん
の
希
望
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
手
術
治
療
、
化
学

療
法
、
放
射
線
療
法
、
緩
和
ケ
ア
な
ど
の
治
療
法
の

選
択
や
組
み
合
わ
せ
を
行
う
。 

連
携
す
る
診
療
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
治
療
方
針
を

議
論
す
る
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
を
行
う
。
ま
た
、必
要
に

応
じ
て
治
療
後
の
支
持
療
法
（
治
療
に
よ
る
副
作
用
を
予

防
し
た
り
軽
減
さ
せ
る
医
療
）
や
社
会
的
支
援
、
再
発
時

の
治
療
も
検
討
す
る
。

病
状
や
治
療
法
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
定
期

検
査
を
行
う
。

３
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
右
の
奥
歯
あ
た
り

が
痛
み
、
歯
も
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
た
。
痛

み
が
強
く
な
っ
て
き
た
た
め
近
く
の
歯

科
医
院
を
受
診
。
歯
肉
が
ん
の
可
能
性

が
あ
り
、
当
院
へ
紹
介
。

歯
科
口
腔
外
科
の
検
査
で

下
顎
歯
肉
が
ん
の

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ 

と
診
断
。

検
査
・
診
断

治
療
方
針
決
定
（
キ
ャン
サ
ー
ボ
ー
ド
）

経
過
観
察

B
さ
ん 

70
代 

女
性

喫
煙
歴
は
な
く
お
酒
は
お
付
き
合
い
程
度

「
が
ん
の
切
除
に
よ
り

 

失
っ
た

 

顎
の
骨
を
再
建
」

２
カ
月
前
か
ら
飲
み
込
み
の
時
に
し
み

る
感
じ
が
気
に
な
り
、
近
く
の
耳
鼻
科

を
受
診
。
下
咽
頭
が
ん
が
疑
わ
れ
た
た

め
、
当
院
の
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
へ

紹
介
。

A
さ
ん 

60
代 

男
性

喫
煙
1
日
20
本
、

お
酒
1
日
2
合
を
40
年

「
仕
事
を
続
け
る
た
め
の

　
治
療
を
選
択
」

多
様
で
複
雑
な
頭
頸
部
が
ん
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

東
北
大
学
病
院
で
は
「
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。関
連
す
る
診
療
科
な
ど
が
緊
密
に
連

携
し
、患
者
さ
ん
の
希
望
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
治
療
を
行
い
ま
す
。

連
携
す
る
診
療
科
な
ど

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科

歯
科
顎
口
腔
外
科

腫
瘍
内
科

総
合
外
科

顎
顔
面
口
腔
再
建
治
療
部

歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

周
術
期
口
腔
支
援
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

形
成
外
科

脳
神
経
外
科

放
射
線
治
療
科

放
射
線
診
断
科

予
防
歯
科

看
護
部

口
腔
診
断
科

キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
の
様
子

撮
影
日
：
2
0
1
4
年
7
月
10
日

が
ん
を
切
除
す
る
手
術
は
病
気
の
及

ん
で
い
る
顎
の
骨
も
含
む
た
め
、
顎
の

の
ど
の
摘
出
手
術
が
検
討
さ
れ
た
が
、

他
の
選
択
肢
（
抗
が
ん
剤
と
放
射
線
治
療

治
療

化学療法

緩和ケア

放射線療法

手術治療

受
診

5

5

5

4

4

4

3

3

3

1

1

1

の
組
み
合
わ
せ
）
と
と
も
に
提
示
し
た
と

こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
は
「
職
業
柄
、
会
話
が
で

き
な
い
と
困
る
の
で
の
ど
を
残
し
た
い
」

と
希
望
が
あ
っ
た
。

放
射
線
治
療
科
で
治
療
法
や
副
作
用
に

つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
口
腔
ケ
ア
や

予
防
的
な
胃
ろ
う
に
つ
い
て
予
防
歯

科
、
消
化
器
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
と
連
携
。

形
を
再
現
す
る
手
術
も
行
う
こ
と
に
。

形
成
外
科
や
顎
顔
面
口
腔
再
建
治
療

部
と
連
携
。
顎
の
形
を
C
T
画
像
を

も
と
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
デ
ザ
イ
ン

し
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
骨
を
使
う
な
ど
手

術
に
つ
い
て
B
さ
ん
に
説
明
。
ま
た
、

約
10
時
間
の
手
術
に
備
え
て
、
循
環
器

内
科
や
麻
酔
科
を
受
診
。

2

2

2

頭
頸
部
が
ん
の
チ
ー
ム
医
療
と
は
？

※同じ症状でも病状や年齢などにより治療法や経過は異なります。
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ん
で
す
。
診
療
科
を
横
断
す
る
枠
組
み
を
つ
く

り
、
頻
繁
に
議
論
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

必
要
な
治
療
に
、
よ
り
早
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

永
井
（
歯
科
顎
口
腔
外
科
／
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）：
医

師
だ
け
で
な
く
、
歯
科
医
師
が
い
る
の
も
特
徴
の

ひ
と
つ
で
す
ね
。
頭
頸
部
が
ん
、
特
に
口
腔
が
ん

は
歯
科
検
診
で
見
つ
か
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
が

ん
を
発
見
し
た
あ
と
、
す
ぐ
治
療
に
移
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
越
：
歯
科
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
治
療
後
の
再

建
に
つ
い
て
も
、
よ
り
よ
い
方
法
を
選
択
で
き
る

診
療
科
を
横
断
す
る
枠
組
み

 

頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
経

緯
と
、
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
越
（
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
／
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）：
高
齢
化
に
伴
い
、
近
年
頭
頸
部
の
が
ん
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
頭
頸
部
は
聴
覚
、
嗅

覚
、
味
覚
、
咀そ

し
ゃ
く嚼

、
嚥え

ん
げ下

、
呼
吸
、
発
声
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
担
う
場
所
な
の
で
、
多
く
の

の
診
療
科
が
連
携
し
て
治
療
に
あ
た
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
「
頭
頸
部
キ
ャ
ン
サ

ー
ボ
ー
ド
（
Ｐ
10
・
11
）
」
と
し
て
、
診
療
科
間
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
セ
ン

各
分
野
の
プ
ロ
が
集
結
し

必
要
な
治
療
を
よ
り
早
く

腫
瘍
内
科

西
條 

憲

放
射
線
治
療
科

神
宮 

啓
一

歯
科
顎
口
腔
外
科

永
井 

宏
和

タ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
連

携
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

神
宮
（
放
射
線
治
療
科
）
：
そ
う
で
す
ね
。
キ
ャ

ン
サ
ー
ボ
ー
ド
で
毎
週
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
、
そ

 
座
談
会 

れ
ぞ
れ
の
診
療
科
の
プ
ロ
の
意
見
を
、
よ
り
気
軽

に
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

西
條
（
腫
瘍
内
科
）：
毎
週
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
か
の
セ
ン
タ
ー

と
比
べ
て
も
頻
度
が
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
頭
頸
部
が
ん
は
病
態
が
変
化
し
や
す
い
が

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

永
井
：
顎
を
切
除
し
た
あ
と
歯
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
、
か
み
合
わ
せ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な

ど
、
連
携
し
な
が
ら
治
療
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最
近
で
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
人
工

歯
根
）
技
術
が
発
達
し
、
正
常
に
か
め
る
よ
う
に

再
建
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
治

療
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
上
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

連
携
す
る
意
義
は
大
き
い
で
す
ね
。

専
門
知
識
を
出
し
合
っ
て
、
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
治
療
を

 

キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
で
は
、
ど
の
よ
う
に
議

論
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
越
：
担
当
医
師
が
症
例
を
発
表
し
、
カ
ル
テ
や

患
部
の
写
真
を
見
な
が
ら
、
皆
で
意
見
を
出
し
合

っ
て
い
ま
す
。
多
い
時
だ
と
20
人
以
上
が
集
ま
っ

て
議
論
し
て
い
ま
す
。
が
ん
の
治
療
は
病
巣
を

切
除
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
頭
頸
部
が
ん
は

年
齢
や
ご
本
人
の
希
望
な
ど
で
、
切
除
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
、
放
射
線
治

療
や
抗
が
ん
剤
の
専
門
家
が
近
く
に
い
る
の
は
と

て
も
心
強
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
に
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
出
し
合
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

神
宮
：
実
際
に
、
が
ん
を
切
除
で
き
ず
、
放
射
線

で
治
療
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
も
、
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
で
治
療
の
方
針

を
よ
く
議
論
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
議
論

し
な
が
ら
放
射
線
治
療
を
進
め
た
こ
と
で
、
そ
の

方
の
希
望
に
沿
っ
た
最
善
の
治
療
法
と
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
5
月
「
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
」を
開

設
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、コ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
4
人
の
医
師
と
歯
科
医

師
に
聞
き
ま
し
た
。
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耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科

大
越 

明
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西
條
：
抗
が
ん
剤
治
療
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
作

用
を
伴
う
治
療
で
す
。
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
副

作
用
が
変
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
患
者
さ

ん
の
体
の
状
態
に
よ
っ
て
も
細
か
い
調
整
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
を
出
し
て
終
わ

り
、
で
は
な
く
、
ど
ん
な
治
療
歴
が
あ
っ
て
、
ど

ん
な
持
病
が
あ
る
の
か
把
握
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
の
存
在
は
大
き
い
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
細
か
く
知
り
、
議
論

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
。

治
療
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
ど
う
維
持
す
る
か

 

頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

西
條
：
頭
頸
部
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
、
そ
の
病
気

や
治
療
に
よ
り
か
む
、
話
す
な
ど
の
機
能
を
喪
失

す
る
こ
と
や
、
容
姿
の
変
化
な
ど
か
ら
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
生
活
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
診
療
科
や
多
職
種
が
連

携
し
、
が
ん
だ
け
で
は
な
く
患
者
さ
ん
の
生
活
を

含
め
て
、
よ
り
包
括
的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永
井
：
治
療
中
、
治
療
後
も
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ

REMINDER
今日から頭頸部がん予防
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ま
な
職
種
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
。
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
。

神
宮
：
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ン
サ

ー
ボ
ー
ド
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を
、
多

く
の
医
療
関
係
者
に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
も
効
果
的
と
思
い
ま
す
。
東
北
大
学
病

院
に
は
東
北
各
地
の
患
者
さ
ん
が
受
診
し
ま

す
が
、
治
療
の
た
め
に
県
を
ま
た
い
で
来
院

す
る
の
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
で
す
。
地
元
で
診
る
こ
と
に
な
っ
た
医

師
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
、
相
談
に
の
っ
た

り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
機
能
が
あ

っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド

で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
※

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
り
地
域

の
医
師
と
共
有
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み

も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

定
期
的
な
歯
科
検
診
を

 

頭
頸
部
が
ん
の
予
防
の
た
め
に
、
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

永
井
：
口
の
中
は
、
ほ
か
の
内
臓
と
違
っ
て

目
で
見
え
ま
す
。
定
期
的
に
歯
科
検
診
に

西
條 

憲 

（
さ
い
じ
ょ
う 

け
ん
）

腫
瘍
内
科

1
9
7
8
年
生
ま
れ
。
宮
城
県
出
身
。

2
0
0
3
年
山
形
大
学
医
学
部
卒
。
仙
台
医
療
セ

ン
タ
ー
研
修
医
、
レ
ジ
デ
ン
ト
を
経
て
、
2
0
0
8

年
東
北
大
学
大
学
院
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

養
成
プ
ラ
ン
入
学
。
2
0
1
2
年
修
業
、
東
北
大

学
病
院
腫
瘍
内
科
助
教
。
総
合
内
科
専
門
医
、
が
ん

薬
物
療
法
専
門
医
、
が
ん
治
療
認
定
医
。

大
越 

明 

（
お
お
こ
し 

あ
き
ら
）

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科

1
9
7
9
年
生
ま
れ
。
福
島
県
出
身
。

2
0
0
4
年
東
北
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
古
川
市

立
病
院
、
石
巻
赤
十
字
病
院
、
仙
台
社
会
保
険
病

院
、磐
城
共
立
病
院
、仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
を
経
て
、

2
0
1
5
年
よ
り
東
北
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉
・
頭

頸
部
外
科
助
教
、2
0
2
0
年
よ
り
講
師
。

永
井 

宏
和 

（
な
が
い 

ひ
ろ
か
ず
）

歯
科
顎
口
腔
外
科

1
9
6
6
年
生
ま
れ
。
栃
木
県
出
身
。
1
9
9
3

年
東
北
大
学
歯
学
部
卒
業
。
2
0
0
1
年
秋
田
大

学
医
学
部
附
属
病
院
助
手
を
経
て
、
2
0
0
5
年

同
院
講
師
、
2
0
0
8
年
徳
島
大
学
大
学
院
医
歯

薬
学
研
究
部
准
教
授
。
2
0
1
7
年
よ
り
東
北
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
准
教
授
・
病
院
特
命
教
授
。

通
っ
て
、
口
腔
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
治
療
を
す
る

過
程
で
、
歯
周
病
菌
が
原
因
で
顎
の
骨
が
腐
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
口
内
環
境
の
維
持

は
非
常
に
重
要
で
す
。

大
越
：
お
酒
を
大
量
に
飲
む
人
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ

ー
の
人
は
要
注
意
で
す
。
声
が
か
す
れ
て
き

た
り
、
飲
み
込
み
に
く
い
と
感
じ
た
り
し
た

ら
、
早
め
に
耳
鼻
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

近年、NBI（Narrow Band Imaging）を

備えた電子内視鏡システムの導入

が進んでいます。通常の内視鏡より

早期のがんを見つけやすい機能を

もっています。異常を感じた場合は

NBIモード電子内視鏡のある耳鼻咽

喉科で検査することでがんを早期に

発見できる可能性があります。

胃の検診

口腔内の衛生状態が悪いと口腔が

んの発症リスクが高まります。ブラ

ッシングなどで汚れを除去するこ

と、虫歯や歯周炎の治療を行うこ

とは予防に効果的です。また、口

腔がんの早期発見のために定期検

診を受けることも大切です。

口腔ケア

飲酒は中・下咽頭がん、口腔がん、

食道がんの要因と考えられていま

す。日本人の多くはアルコールを

体内で分解するときに作られるアセ

トアルデヒド（がんの要因となる物

質）を体内に蓄積しやすい体質で

す。特にお酒を飲んで赤くなる人

は要注意です。

節酒

喫煙は頭頸部がんの発生に強く関

わっていることが分かっています。

特に鼻腔がん・ 副鼻腔がん・ 口

腔がん・ 咽頭がん・ 喉頭がんは

タバコの煙に直接さらされる部位

のためリスクが高くなります。

禁煙

※ IoT（Internet of Things）さまざまな物に通信機能をもたせて接続連携させること

頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
は
完
全
予
約
制
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
よ
り
、「
診
療
予
約
申
込
書
」
と

「
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供
書
）
」
を
当
院
地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー
へ
お
送
り
い
た
だ
き
予
約
日
時
が

決
定
し
ま
す
。

神
宮 

啓
一 

（
じ
ん
ぐ
う 

け
い
い
ち
）

放
射
線
治
療
科

1
9
7
6
年
生
ま
れ
。
福
岡
県
出
身
。

2
0
0
2
年
東
北
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
放

射
線
治
療
科
に
入
局
。
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所 

重
粒
子
医
科
学
セ
ン
タ
ー
、
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
な
ど
を
経
て
、
2
0
1
2
年
よ
り
東
北
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
放
射
線
腫
瘍
学
分
野
教
授
、

放
射
線
治
療
科
長
。
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小
児
病
棟
に
は
Ａ
Ｙ
Ａ
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
部
屋
が

あ
り
ま
す
。
※

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
と
は
、
15
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
思
春
期
お
よ
び
若
年
成
人
の
世
代
を
指
し
ま
す
。

Ａ
Ｙ
Ａ
ル
ー
ム
は
、
高
校
生
・
大
学
生
の
患
者
さ
ん
同

士
が
集
ま
っ
て
話
を
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
寂
し
さ

や
、
無
力
感
、
治
療
の
辛

さ
な
ど
を
少
し
で
も
埋
め

ら
れ
る
よ
う
に
と
作
ら
れ

ま
し
た
。
静
か
な
環
境
で

ネ
ッ
ト
授
業
や
勉
強
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど
、
気
分
転

換
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

長
期
入
院
中
の
高
校
生
の
力
に
な
り
た
い

「
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
当
時
、
基
礎
医
学
と
い

わ
れ
る
生
物
学
の
よ
う
な
授
業
が
多
く
、
医
療

と
い
う
実
感
が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
す
の

は
、
2
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
盛
田
さ
ん
。
医

療
現
場
に
直
接
関
わ
り
を
持
て
る
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
、
参
加
を
決
め
た
そ
う
。
も
と
も
と
子
ど

も
が
好
き
で
、
小
児
科
に
興
味
が
あ
っ
た
飯
塚
さ

ん
は
、「
学
習
支
援
と
い
う
か
た
ち
で
小
児
科
の

患
者
さ
ん
を
支
援
し
た
い
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
と
い
う
山
口

さ
ん
は
、「
で
き
る
だ
け
臨
床
現
場
に
近
い
と
こ

ろ
で
、
患
者
さ
ん
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
話
を
聞
い
て
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
“
長
期
入

院
し
て
い
る
高
校
生
の
力
に
な
り
た
い
”
と
い
う

思
い
が
、
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

医
学
生
が
患
者
へ
、
患
者
が
医
学
生
へ

学
習
支
援
サ
ー
ク
ル
を
発
足
当
初
か
ら
担
当
し

て
い
る
力
石
健
医
師
は
、「
入
院
中
の
子
ど
も
た

ち
の
周
り
に
は
医
療
関
係
者
し
か
い
ま
せ
ん
か

ら
、
同
年
代
の
学
生
た
ち
が
精
神
的
な
支
え
に

な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
活
動
を
温
か
く
見
守

り
ま
す
。
科
長
の
呉
繁
夫
教
授
は
、「
実
は
勉
強

を
教
え
て
い
る
学
生
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
大
き
な

※ＡＹＡ：Adolescent and Young Adult の略

医療にまつわるさまざまな取り組みを紹介します。

医療

飯塚 友理子
東北大学医学部

3 年

盛田 一智
東北大学医学部

3 年

呉 繁夫 教授
 小児科 科長

山口 泰蔵
東北大学医学部

3 年

力石 健 院内講師
小児腫瘍科

「高校生学習支援サークル」

も
の
を
与
え
て
も
ら
っ
て
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
に
感
想
を
聞
い
て
い
て
み
る
と
「
高
校

生
に
院
内
学
級
が
な
い
こ
と
は
教
科
書
に
載
っ

て
い
ま
せ
ん
。
医
療
に
は
社
会
的
な
側
面
も
あ
る

と
い
う
医
学
を
学
ん
で
テ
ス
ト
を
受
け
て
も
実

感
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
す
（
盛
田
）
」、「
実
際
に
患
者
さ
ん
と
お
話
し

し
て
み
る
と
、
皆
さ
ん
、
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て

い
け
な
い
焦
り
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
治
療
だ
け
で
な
く
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
（
飯
塚
）
」、

「
受
け
持
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
病
状
が
重
い
の

で
す
が
、
学
習
に
前
向
き
で
、
意
欲
的
で
す
。
勉

強
に
取
り
組
む
姿
勢
を
尊
敬
し
ま
す
し
、
自
分
も

や
る
気
が
で
ま
す
。（
山
口
）
」
と
、
確
か
に
メ
ン

バ
ー
の
医
療
観
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

学
校
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を

「
医
療
で
大
切
な
の
は
、
ケ
ー
ス
（
症
例
）
で
は
な

く
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
（
患
者
）
を
診
る
と
い
う
こ
と
。

患
者
さ
ん
と
会
っ
て
、
こ
の
子
は
何
が
好
き
な
の

か
、
兄
弟
は
い
る
の
か
、
話
を
し
て
み
て
初
め
て

診
療
が
で
き
る
ん
で
す
」
と
呉
教
授
。
こ
の
考
え

が
、
そ
れ
ま
で
大
き
な
課
題
だ
っ
た
高
校
生
の
学

習
支
援
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最

近
で
は
、
長
期
入
院
が
必
要
な
高
校
生
は
単
位
の

取
得
が
課
題
で
し
た
が
、
柔
軟
に
対
応
す
る
高
校

も
増
え
て
き
ま
し
た
。「
公
的
な
支
援
が
増
え
て

き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
。
た
だ
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
必
要
な
の
は
学
校
の
先

生
や
友
達
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
呉
）
」。
今
後
も
学
習
支
援
サ
ー
ク

ル
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
北
大
学
病
院
の
小
児
病
棟
に
は
、
長
期
入
院
し

て
い
る
高
校
生
へ
学
習
支
援
を
目
的
と
し
た
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
約
3
年
前
、
小
学

生
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
院
内
学
級
が
あ
る
中

で
、
高
校
生
の
学
習
へ
の
公
的
な
支
援
は
少
な
い

と
い
う
課
題
に
向
き
合
う
た
め
、
東
北
大
学
医
学

部
の
学
生
6
人
が
集
ま
り
、
入
院
中
の
高
校
生
に

家
庭
教
師
の
よ
う
な
関
わ
り
方
で
学
習
支
援
を
始

め
ま
し
た
。
今
回
は
、
活
動
を
支
え
る
医
師
と
メ

ン
バ
ー
の
学
生
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
参
加

し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
活
動
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

TO
P

IC

Ａア

ヤ
Ｙ
Ａ
ル
ー
ム
完
成

支援の様子（鹿又 義貴さん)
メンバーはおそろいのユニフォームで活
動します。
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「
自
然
気き

き
ょ
う胸

」

め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
に
高
熱
と

激
し
い
呼
吸
器
症
状
で
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と

は
何
回
か
あ
り
ま
す
。
仕
事
の
キ
ャ
ン
セ
ル

と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
ら

け
で
す
。
け
れ
ど
も
今
回
は
特
別
で
す
。
私

の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
た
学
生
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

医
学
部
4
年
生
の
師
走
の
あ
る
朝
。
左
肩

か
ら
首
に
か
け
て
寝
違
え
た
よ
う
な
痛
み
で

す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
し
た
り
し
て
も
な
か
な
か

黒
澤 

一 

産
業
衛
生
外
来

痛
み
は
解
消
し
ま
せ
ん
。
授
業
で
大
学
に
行

こ
う
と
し
た
ら
、
途
中
、
何
回
か
路
上
で
し
ゃ

が
み
こ
ん
で
休
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
歩
き
出
し
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る

と
ま
た
苦
し
い
。
今
考
え
れ
ば
、
息
切
れ
（
呼

吸
困
難
）
の
症
状
で
す
。
よ
う
や
く
大
学
に

た
ど
り
着
い
て
、
こ
の
苦
し
さ
は
何
だ
ろ
う

と
図
書
館
で
調
べ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
情

け
な
い
学
力
で
は
、
調
べ
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
翌
日
、
息
切
れ
も
痛
み
も
残
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
放
置
し
て
単
位
の
か
か
る
試
験

を
優
先
し
ま
し
た
。
試
験
の
後
、
み
ん
な
と

飲
み
に
行
っ
た
の
で
す
が
、「
酒
を
飲
む
と
痛

み
が
消
え
る
！
」
と
医
学
生
ら
し
い
？
自
己

分
析
を
し
て
い
た
ら
し
い
で
す
。

数
日
後
の
朝
、
ド
ン
ド
ン
と
い
う
低
音
の

太
鼓
の
よ
う
な
音
が
部
屋
に
鳴
り
響
き
ま

し
た
。
音
源
は
自
分
の
胸
で
す
。
左
側
を
下

に
し
て
横
に
す
る
と
聞
こ
え
て
、
普
通
に
あ

お
む
け
に
な
る
と
消
失
し
ま
し
た
。
妹
が
隣

の
部
屋
に
い
ま
し
た
が
、
聞
こ
え
る
く
ら
い

の
音
で
す
。
自
分
の
胸
の
感
覚
と
手
首
で
脈

を
診
て
、
音
は
心
臓
の
動
き
と
連
動
し
て
い

る
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
た

だ
、
不
安
で
不
気
味
で
し
た
。
放
っ
て
お
い

て
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
午
前
の

授
業
を
休
ん
で
大
学
病
院
の
外
来
に
直
行
し

ま
し
た
。
当
時
の
第
一
内
科
へ
行
き
、「
心

臓
の
音
が
す
る
」
と
い
う
相
当
奇
異
な
症
状

を
一
生
懸
命
訴
え
た
の
で
す
が
、
診
て
く
れ

た
先
生
は
首
を
ち
ょ
っ
と
か
し
げ
た
く
ら
い

だ
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
。
採
血
と
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
等
を
終
え
て
、
午
後
か
ら
は

普
通
に
授
業
に
出
て
、
夕
方
ア
パ
ー
ト
に
帰

り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
す
で
に
息
切
れ
も

痛
み
も
な
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和

感
く
ら
い
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
は
よ
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

妹
が
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
て
、
帰
宅
の

瞬
間
、
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
兄
さ
ん
、
肺
に
穴
が
開
い
た
か
ら
、
明

日
、
入
院
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
っ
て
」
ど
う

や
ら
、
後
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
み
た
担
当
医

が
び
っ
く
り
し
て
、
田
舎
の
母
親
に
「
お
宅

の
息
子
さ
ん
の
肺
に
穴
が
開
い
た
」
と
電
話

し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
母
は
び
っ
く
り
仰
天

し
て
妹
に
電
話
し
て
、
私
が
帰
宅
す
る
ま
で

妹
も
や
き
も
き
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
私

は
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
気
分
で
し
た
が
、
と
も

か
く
、
翌
朝
、
当
時
あ
っ
た
東
3
階
の
内
科

共
同
の
病
棟
に
入
院
と
な
り
ま
し
た
。
病
名

は
自
然
気
胸
。
痩
せ
た
若
い
男
性
が
な
る
病

気
で
す
。
確
か
に
、
今
と
違
っ
て
当
時
の
私

は
ガ
リ
ガ
リ
に
痩
せ
て
い
ま
し
た
。
幸
い
、

空
気
の
漏
れ
は
軽
度
だ
っ
た
の
で
安
静
臥

床
の
経
過
観
察
で
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
入
院
の
時
に
は
、
も
う
音
は
し
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
れ
ば
、
音
は
心

臓
が
胸
壁
を
内
側
か
ら
打
っ
て
生
じ
た
も
の

で
、
治
る
過
程
の
物
理
条
件
が
そ
ろ
っ
て
共

鳴
を
起
こ
し
た
の
で
し
ょ
う
。
母
親
が
心
配

し
て
、
遠
い
田
舎
か
ら
出
て
き
ま
し
た
が
、

私
も
全
然
元
気
だ
っ
た
し
、
顔
を
見
て
安
心

し
た
の
か
す
ぐ
に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
同

級
生
た
ち
が
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た

が
、
ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
で
こ
れ
か
ら
ス

キ
ー
に
み
ん
な
で
行
く
と
か
で
、
私
を
悔
し

が
ら
せ
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

病
室
は
6
人
部
屋
で
、
重
症
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
大
変
そ
う
だ
っ
た
の
で
す

が
、
左
隣
の
ベ
ッ
ド
は
元
気
な
若
い
男
で
、

い
い
話
し
相
手
に
な
り
ま
し
た
。
朝
昼
晩
、

献
立
の
話
や
次
の
食
事
の
予
想
な
ど
、
他
愛

も
な
い
話
で
す
。
朝
起
き
一
番
、
看
護
師
さ

ん
が
回
診
し
て
く
る
の
で
す
が
、
脈
を
診
て

黒
澤 

一
（
く
ろ
さ
わ
・
は
じ
め
）

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。
秋
田
県
出
身
。
１
９
８
８ 

年
東
北

大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。
１
９
９
３
年
カ
ナ
ダ
マ
ギ
ー

ル
大
学
留
学
、
１
９
９
５
年
東
北
大
学
附
属
病
院
第
一
内
科

医
員
、
２
０
０
４
年
東
北
大
学
産
業
医
に
就
任
。
２
０
１
０

年
よ
り
東
北
大
学
環
境
・
安
全
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
、
同
労

働
安
全
衛
生
室
室
長
、
同
大
学
統
括
産
業
医
、
同
大
学
院
医

学
系
研
究
科
産
業
医
学
分
野
教
授
を
併
任
。

く
れ
る
指
の
冷
た
い
看
護
師
さ
ん
が
い
て
、

隣
の
男
が
お
気
に
入
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

看
護
師
さ
ん
の
夜
勤
メ
ン
バ
ー
予
想
に
熱
が

入
る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。
私
は

私
で
、
看
護
師
さ
ん
た
ち
や
先
生
方
と
雑
談

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
気
が
し
ま

す
。
3
週
間
で
入
院
生
活
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
お
か
げ
で
今
で
も
、
た
わ
い
も
な
い「
入

院
中
あ
る
あ
る
」
の
雑
談
で
楽
し
め
る
の
で

す
。
も
し
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

別
の
人
生
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。「
医
者
も
患

者
に
…
」
で
は
な
く
て
「
医
学
生
も
患
者
に

…
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
が
肺

の
病
気
を
診
る
医
師
に
進
ん
だ
の
は
こ
の
よ

う
な
訳
な
の
で
し
た
。
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he s s o  c o l umnhe s s o  c o l umn

両
親
が
医
師
と
し
て
働
く
姿
を
幼
い
頃
か
ら
見
て
き
た
の

で
、
私
も
両
親
の
よ
う
な
医
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
医
師
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
り
、
以
前
に
は
知
り
得

な
か
っ
た
日
々
を
過
ご
し
、
改
め
て
両
親
の
偉
大
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
東
北
大
学
病
院
の
研
修
は
、
教
育
環
境
が
充

実
し
、
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
の
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
当
直
の
日
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
診

療
を
し
て
い
な
い
の
に
す
ご
く
疲
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

研
修
生
活
は
辛
い
時
も
あ
り
ま
す
が
同
期
と
悩
み
を
相
談

し
た
り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
と
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら

励
ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
、
周
り
に
優
し
く
、“
病
め
る
弱
め

る
悩
め
る
”
を
救
え
る
愛
の
あ
る
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。

救
急
科 

 

呼
吸
器
内
科 

 

消
化
器
内
科 

 

小
児
科 

 

眼
科 

 

血
液
・
免
疫
科 

 

地
域
医
療
研
修 

 

麻
酔
科 

 

救
急
科

研
修
ロ
ー
テ
ー
ト

優
し
く
愛
の
あ
る
医
師
に
な
り
た
い

研修医研修医
GOGOGOGO

初期臨床研修 2 年目
佐久間 大輔

言 語（ 発 語 ）は人 間にとって重 要なコミュニケー

ション手段の一つです。「構音障害」は、発音・

発 声に関 係する器 官である口唇、舌、口蓋（ 上

顎）などの疾患によりうまく機能せず、正常に言葉

を発音することができない障害です。構音障害が

ある場 合、その言 語 発 達や発 音 状 態を評 価し、

必要に応じて言語治療を実施します。また、舌小

帯（舌の裏側のヒモ状の部分）異常や口蓋形態

異 常に起 因した構 音 障 害の精 査を行い、必 要

な歯科的治療もします。小学校に設置されている

「ことばの教 室 」や自治 体の支 援センターなどと

連携して指導を行うこともあります。

「歯科と構音障害」
テーマ

デンタル先生

顎口腔機能治療部
西村 壽晃

お口のお悩み解決します

病棟へ出張カットも
スタッフは女性 3 名。基本メニューは「カット・シャ
ンプー・顔そり」。車いすのままでサービスを受けら
れる専用席や、移動の難しい患者さんのための病棟
出張など、患者さんに寄り添ったサービスを行ってい
ます。女性向けにフェイスマッサージのメニューもあ
ります。

◎男性  カットのみ￥1500
	 カット・シャンプー・顔そり￥2900
◎女性  カットのみ￥2200
	 フェイスマサージ・顔そり￥2400

営業時間 月～土曜日 8：30 ～ 16：30 ／日・祝日 定休

理髪店
外来診療棟 C

どんと祭で有名な大崎
八幡神社。

お気に入りスポットQ1

伊達家の城下町として
歴史を感じる場所が随
所にあります。

仙台の魅力Q2

1994年生まれ
宮城県出身
岩手医科大学卒業

Profile

毎 週カレーを作るほ
どスパイスカレーには
まっています。

趣味Q3

〈材料〉２人分〈材料〉2 人分

菊の花（⽣⾷⽤、花の直径 5-6㎝）12 個 ※大きさにより数は要調整。

⼤葉 2 枚、 熱湯 400mL
ハトムギ茶（ティーバッグ）1個、
ペパーミント（ハーブ） ティーメジャー1杯、
熱湯 800mL

１.トレーに菊の花を重ならないように並べ、電子レンジ※で 1分
40秒加熱し、表面を乾燥させる。裏返し、1分加熱後、ペーパータ

オルで水分を取り除く。２.ティーポットの中に菊の花を敷き詰める

ように入れる。３. 大葉を電子レンジで 1分30秒加熱、乾燥。細

かくもみ砕いてティーポットの茶こしにいれる。４. 熱湯を注ぎ、5分
ほどおく。

※このレシピは 500wの電子レンジを使用。

１. ハトムギ茶のティーバッグを 5分煮出す。 

２.ペパーミントを茶こしに入れ、ティーポットに

セットし、煮出したハトムギ茶を注ぐ。３.アイス
で飲むときは粗熱をとり、冷蔵庫で冷やす。

〈つくり方〉

〈つくり方〉

漢
方
内
科  

齊
藤 

奈
津
美

今
年
は
夏
も
マ
ス
ク
を
着
け
る
機
会
が
増
え
、

熱
中
症
が
心
配
で
す
。
夏
バ
テ
気
味
な
と
き
に

は
、
す
っ
き
り
飲
み
や
す
い
ミ
ン
ト
ハ
ト
ム
ギ
茶

が
オ
ス
ス
メ
。
ハ
ト
ム
ギ
は
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
で
栄

養
豊
富
。
味
に
癖
の
あ
る
ハ
ト
ム
ギ
も
、
ミ
ン
ト

の
ハ
ー
ブ
を
加
え
る
こ
と
で
清
涼
感
が
加
わ
り

飲
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
で
も
お

い
し
い
で
す
よ
。

9
月
の
「
重
ち
ょ
う
よ
う

陽
の
節
句
」
に
オ
ス
ス
メ
な
の
は

大
葉
入
り
菊
花
茶
。
菊
の
花
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

で
目
を
酷
使
し
が
ち
な
方
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

大
葉
を
使
う
こ
と
で
、
鬱う
つ
う
つ々

と
し
た
気
持
ち
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
眠
る
前

の
一
杯
に
も
。

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
神
経
を
使
う
日
々

が
続
き
ま
す
。
普
段
の
お
茶
に
ひ
と
工
夫
を
し

て
、
少
し
で
も
過
ご
し
や
す
く
な
る
と
よ
い
で

す
ね
。

「
清
涼
感
で
夏
バ
テ
対
策
」

テ
ー
マ 飲
む
薬
膳

薬
膳

と

で

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

漢
方

Ａ

Ｂ

大葉入り菊花茶ＢＡミントハトムギ茶
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当院は、東日本大震災発生当時、被災地域の医療の後

方支援の役割を担い、またその翌年より、長期的視野

にたった医療復興の実現に向け、継続した医師支援を

行なっております。この度、佐藤 仁 南三陸町長が当

院を来訪され、復興計画十年のうちに全ての復興事業

を完遂できる見通しとなったとのことで、当院の支援

に対して感謝状が授与されました。

3月2日にスタートしたクラウドファンディング“ラ

ジオ番組「知って安心、てんかん」で社会の誤解を減

らしたい！”は、公開直後から、非常に多くのご支援

をお寄せいただき、わずか 12時間23分で目標金額を

達成いたしました。厚く御礼を申し上げます。プロ

ジェクトの状況はReadyforプロジェクトページにて

随時お伝えしてまいります。

3月26日 、2019年度病院長賞表彰式を執り行いまし

た。この賞は当院の発展に貢献した職員又は職域グ

ループを表彰するものです。今回は、9次システム更

新チーム、個別化医療センター、小児医療センター高

校生学習支援サークル、デイサージャリーセンター、

星の子保育園実務者委員会、「野菜を食べる副菜レシ

ピ」を広めたい！クラウドファンディング推進グルー

プの 6組に授与しました。

クラウドファンディング

第 2 弾目標達成のご報告

病院長賞表彰式を執り行いました

南三陸町長から、感謝状が贈られました

すきま 時 間 で
リ フ レッシュ肩

・
腕
を
ほ
ぐ
す

　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ

ストレッチは、筋肉を

伸ばし関節の動きを広

げるだけでなく、全身

の血行や代謝の促進、

さらにはリラックス効

果も期待できます。お

手軽ストレッチで、心

も体もリフレッシュし

ませんか？

作業療法士
佐藤 亮太

ストレッチの 3 原則

1 	反動をつけずにゆっくりと

2 	リラックスして深呼吸

3 	目安時間に従って
	 筋肉を伸ばす

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い

る
と
き
、
ご
自
身
の
姿
勢
を
意
識
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
現
代
の
生
活
ス
タ
イ

ル
は
姿
勢
の
悪
化
や
慢
性
的
な
肩
こ
り
に

つ
な
が
り
や
す
い
の
で
、
日
頃
か
ら
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
は
頭
頸
部
が
ん
の
術
後
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
日
常
生
活
で
も
肩

こ
り
対
策
と
し
て
気
軽
に
行
え
る
の
で
お

す
す
め
で
す
。

１
姿
勢
の
チ
ェ
ッ
ク

３
肩
の
ス
ト
レ
ッ
チ

背
中
を
壁
に
着
け
て
立
つ
。
顎
を
引
き
、

自
然
な
状
態
で
「
後
頭
部
、
肩
甲
骨
、
お

尻
、
か
か
と
」
が
壁
に
着
く
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
。
腰
の
部
分
は
壁
と
の
間
に

手
の
ひ
ら
１
枚
が
入
る
く
ら
い
空
い
て

い
る
と
よ
い
。（
頭
が
着
か
な
い
場
合

は
猫
背
の
可
能
性
）

he s s o  c o l umni n f o r m a t i o n

壁
の
正
面
に
立
ち
、
壁
に
手
の
ひ

ら
を
当
て
る
。
少
し
ず
つ
体
を

壁
に
近
づ
け
る
。
腕
を
伸
ば
し

た
状
態
で
10
秒
間
キ
ー
プ
。
左

右
一
緒
に
行
っ
て
も
よ
い
。

１
日
３
セ
ッ
ト

当院では、6月1日より「スマート会計」（会計あと払

い）サービスを開始しました。専用受付機でエント

リーし、専用窓口に会計ファイルを提出していただく

と、会計計算を待たずにお帰りいただけるサービスで

す。ぜひご利用ください。

「スマート会計」 （会計あと払い）

サービスを開始しました

２
肩
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

４
胸
の
ス
ト
レ
ッ
チ

肘
を
曲
げ
て
手
で
壁
の
縁
を
つ

か
む
（
高
さ
は
肩
の
ラ
イ
ン
く

ら
い
）
。
体
を
ね
じ
っ
て
胸
を
の

ば
し
た
状
態
で
10
秒
間
キ
ー
プ
。

左
右
行
う
。

１
日
３
セ
ッ
ト

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
https://www.hosp.tohoku.ac.jp/
outpatient/003.html

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
https://readyfor.jp/projects/hosp-
tohokuepilepsy 胸

を
張
り
な
が
ら
、
肩
を
ぐ
っ
と
す
く

め
て
、
ス
ト
ン
と
落
と
す
。
10
回
。

１
日
３
セ
ッ
ト
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新型コロナウイルス感染症の影響により 5 月の発行

を断念しましたが、今回、合併号として発行できまし

た。特集 1 では、これまでの当院の新型コロナウイル

ス感染症への対応や地域と連携した取り組みをご紹

介しています。ぜひ、ご覧ください。 （広報室）

www.facebook.com/hosp.tohoku.hesso
Facebook hesso 公式ページ

www.facebook.com/hosp.tohoku
Facebook 東北大学病院 公式ページ

@hosp_tohoku
Twitter 東北大学病院 公式アカウント

編 集後記

新しい治療法や医療機器を開発し、未来型医療をリ

ードすることで、明るい未来をつくりたいと考え、「東

北大学病院みんなのみらい基金」を創設しました。

皆さまからの温かいご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。
http://www.hosp.tohoku.ac.jp/kikin

優秀作品は院内にてポスター
掲示いたします。たくさんのご
応募、お待ちしております！

禁 煙 川 柳 募 集

https://secure.hosp.tohoku.ac.jp/pr/kinen-senryu/ 

募集箱から： 当院インフォメーションボー
ドに設置の応募用紙に必要事項をご記入の
上、 専用の募集箱にご投函ください。
WEB から：下記よりご応募ください。

ご意 見・ご感 想募集
hessoへのご意見・ご感想を募集しています。住所、氏名、

年齢、性別、ご意見・ご感想をご記入の上、下記宛先ま

でおはがき、Eメール、またはフォームでお送りください。

抽選で当院オリジナルグッズをプレゼントいたします。

【 宛 先 】仙台市青葉区星陵町1-1東北大学病院 広報室
【Eメール】hesso@pr.hosp.tohoku.ac.jp
【フォーム】secure.hosp.tohoku.ac.jp/
	 hesso/contact

hesso（へっそ）は東北大学病院の広報誌です。

人のカラダを中心に、いまの医療を中心に、地域

の皆さまにわかりやすく当院の活動を紹介しま

す。hessoを中心に人の輪ができる、まさに地

域の「おへそ」のような存在を目指します。

www.hosp.tohoku.ac.jp/hesso


